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御所串よ言行街の中心部を少し離れると豊かな甘鰯が広がる田園都

市でありますC）しかしながら、近年の太都市開発の波は言寄辺都にも

および、本市にあっても住宅等の開発が増加しっっあります。

ここに報告する諷轟は、個人の農業倉庫建築に伴うものであり、こ

のような緊急の発癌詞轟としては、本市では初めて国庫及び県費の補

助を受けて行ったものであります。調査地近辺は、今まで発癌呵寺わ

れておらず、全く未知の状態でありましたが、今回の謝透で、遺構及

び遣物包含層が堆諾されました。本譜が今後の謂姦◎研究の一助とな

れば幸いであります。

末筆ながら、詞轟にあたり、土地所有者である吉岡次郎氏に御理解、

御協力をいただきました0また現地では作業員の皆さん、学生諸氏に

御協力をいただきました0記して感謝の意を蓑するものであります。

御所市教育委員会

教育長　　谷村　忠敬
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、轟譜は戦　時和銅単産市内所在遜捗緊急発凝渕轟として、掬嫁◎県費の補助を受

けて勘所市教滑委員会が実施した御所帝櫛窪に所在する機擢サムギ意渉の発凝

渕姦報恩蜜である。

2、本L遇い十、町待榊7年発行、奈良県∴跡分石地髄蘭3分柚の用　は　39に該当4‾

る。）

3、顔地諷意には、御所帝教暫貴腐会◎凍許守が言司会◎藤田細尊らの協力を得て

あたった。

4、璃査籍日用は、昭和53年日月2日　～は月用‖（尖労H旧）である。

5、号土地調査には、隼野英夫、種本義仲、良木　一雄、角南義則、柴田康幸、蕊出初

昌、、国立今日子、異端安氏の参加、協力を得た。

6、遺物慈母および本這作成にあたっては、応村藍子、尾上昌子氏の組力を得たは

か、藤臼の協力があった。

7、本濱の執筆◎編集は本務があたった。また製図は、水絆のはか藤村がこれにあ

たった。

8、渕夜に際しては土地所有者◎吉岡次郎氏のご理解、ご協力を噴いた。記して感

謝したい。
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漫　位置と環機

敏滅帝は、奈良盆地の西南部に位置する0柳ま葛城由の金剛面こよって、大阪府

との磯をなし、東南部は竜甑機の西端にあたる巨軌L南陵などが起伏し、北部は

低辛な査良釦担の・部を占めてし、ろハ

調査地は葛城山東腱に位置しており、衰滅油から東流して葛城川に注ぐ小河柚こ

挟まれた、標高釦42mを測る緩やかな尾髄主上に立地する0

さて、凋姦地周辺の歴史的環境であるが、御所帝における縄文時代の遼跡は、櫛

経過跡（温）、玉手遺跡のほか、後期初頭の小林避跡（2）がある0小林過跡は、当調

査地と同じく葛酎傾釦こあって、石器の二次的加工を行う製作場と考えられた′、

弥生時代には、拠点的大祭蕗である鴨都波遺跡（3）があり、玉手遺跡、今住遺跡、

古瀬遺跡、名柄通路が知られ、小林遺跡では申期中糞の方形周蒋薯が検出されてい

る。また、高地牲受轟では、吐田平遺跡（頼葛城山山項遺跡、国見山遼跡、本馬

丘遺跡などが知られていたが、本年度の巨勢山古墳群の渕姦において、後期中豊か

ら後桑にまで下る巨勢山中谷遺跡の存在を確認した0遺構は、竪穴にピットを配す

るものが4養検出され、これは、住居跡にしては射章が小さく、主柱穴もなかった

ことから、小屋遜横と考えた。遺構にははかにテラス状遺構と土坑5叢がある0遺

物のなかにはサヌカイト製の石錬、剥片、砕片および未製品を含んでおり、このこ

とは、本遺跡が石器良作に関わることを示唆するものである0

市内における古墳時代前期の遼跡は、その絶対数が少なく検出例も多くないが、

楢原遺跡（5）の調査では観内第V様式、庄内式土器、布留式土器が出土している0

一方、古墳については、前期に該当するものがなく、5世紀の前葉に至って突如と

して、全長238mを測る大形前方後円墳である宅。宮山古墳が築造される0末蜘よ

後門郡主体部の竪穴式石室に長持形石棺を有し、主体邸の周囲には形象埴輪を配す

るものである。副夢品として、鍍片e武具〇歳題額◎石製品等が出土している0ま

た、本墳の陪家的位置を占める室◎ネコ塚古墳は、主体部に竪穴式石室を肯してい

たと考えられ、表面採英資釦こ甲腎0刀剣煩0鉄塩の破片がある0当地における首

長墓の系語は、その後、放上鉦予塚古墳ヰ新庄屋敷山古墳→飯豊陵古痕や二塚古墳

の系譜がたどれる。そして、これらの古墳の築造を契機として、群集境が造営され

るのである。宮山古墳の背後には、組数800基に逮するかと考えられる巨勢山古墳

群が存在し、5世紀前葉から7世紀申糞に至るまで古墳が築造されている0葛城山

東鑓では、寺日和田古墳群0寺日干塚古墳餌0火野谷山古墳群0寺仕忍海古墳群（6）

0両＝千壕古墳群（7）0笛吹古墳群（8）0小林別家古墳群（9）0石川【欄餌（iO）な

どが造営される。これらの群集壇のうち、調査区に近いところで、小林別家古墳群

では、3境の梯穴式石室を主体部とする円墳のはか皇基の古墳が確認されており、

小林遺跡樫ノ水地区では3基の横穴式石室鳩があって、銀製奴子が検出された0ま

…1－



l　櫛疎通潮

2　小鉢追跡

J l私帯地遺跡

4　時川、軋芯跡

う　楢原遺跡

6　、．日「㍊鈍り，－墳椚

′　両1日・塚古墳椚

8　汀i吹11f研削

9　小林別家パ墳椚

用　イ誹！．IJ坑離

日　大Il二地雨l・2リ墳

！2　俗耳城跡

た、調査地の約900m西方にある大正池南1・2号墳が渕査されている。1号墳は

小形の梯穴式石室を内部主体とし、2号墳は組合せ式箱形石棺を主体部とする。

当地の奈良時代以降の遁跡は、詳細が不明であるが、室町時代とされる櫛磁城跡

が凋姦地より西方約700mの地点に存在している。後述のように今回の渦査では中

世の遣物包含層を確認しており、今後の当該期の資料の蓄坊が待たれよう。
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2　調査の契機と経過

御所市櫛磁2411番地の吉岡次郎氏より、同櫛濯1842番地2所在の農地に－ノいて虔

地転用申請が凱出された。当該地は、奈良麒追跡分布地図16－－－日一一39として登録さ

れているい　聞発予定が農貸倉庫建築であったため、rfi内所在追跡緊急発舶調査とし

て、姻族・県費補助を受けて、事前調査を行うこととしたものである。

発舶調査は、昭和63年1川21［］、東西8m、南北9mの調査区を設定したあと、

南端に幅50cmのトレンチを掘削することから開始した。断面で溝状の遺構が確認で

きたので、二の面での虚構検出に努め、11月28日までに、遺構の壌土の細別、写貞

撮影を完！したぐ　その後、南端トレンチをさらに深く掘り下げ、現地表から1．7m

で地山血を検出した。この間に包含

鰯を計5膚確認し、1層づっ面的に

掘り下げ、各面骨）L鹿で輪姦したが、

遺構が存在する徴侯すら得られなか

・二・た．j2月3日、第7層上面で持壷

を終えたが、これ以上、全面を地山

面まで掘り下げることは、凋査面椀

が挟いため危険であり、また、建築

予定が現地表に盛土をして深さ20cm

を掘削するだけのもので、遭横面を

破壊することがありえないと判断さ

れたことからも、第4層以下はトレ

ンチの幅を2mに広げ、この範囲で

調査を融鼓することにした。12月6

日、地山南下、現地表から2mの深

さまで（7ノトレノ手の掘りドげを完了

した。なお、この間に2層の包含居

を髄謡しているが、遺構は兄い出さ

れなかった。12月7日、4面の断面

実測及び周辺地形の測屋を終え、12

月8日ん10日埋め戻し作業を行い、

10日、土地所有者に、倉庫建築後現

状変更かヰじた場合には改めて発振

届けを提出するよう指導して、現地

での凋査をすべて柊！した。

南端トレンチ（西から）

°　　　　　　　　　I〇一
トーrl一一一1一　一　一一一　一

図2　調査地位置と周辺地形
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日月　主　　‥∴ト圭台。l打つ、く言定。高

トレンチ触削開始。ベルコ

ン搬入。

日月2紺　紫凝り済南検出。埠上触り

始める。

l日昌は日　南太東拭い恒上

lHj∠臣1女振り溝写良損遥完了し、

摘鍼日　包含層iJ上面蹄姦後除去

開始。

は鐙2痘　包含層1月と面輪姦。

は月狛二　包含層ま　上海糖轟。　レン

チ拡張後触り下げる。

12月狛ヨ　鳩山廊下までトレンチ完凱

12月7つi　断面実測。地形流‖h。写点

線影。

12月8日［埋め戻し融蛤。パイプロプ

レート長さ入。

12月i臓　埋め戻し完了し、器材を撤

収して、詞轟を終了する。

3　調査の成果

（め　義本土層

今回の諷轟で、計18層の土層を確認した。

第皇層は、腰摩約25C関の水田耕作土である。第2層は、明黄褐色鍵砂まで、鶴削

が国難なほどかたく締まっていた。第3層は、暗灰色粘質まで、層厚15～30C用であ

る。古墳時代から申0近世の遺物を合む。第相雪は、第3層上面で検出した撹乱上

坑の埋まである。色調の土質は暗灰褐色礫砂土である。第5層は、暗灰褐色粘質土

で層厚は約28～25用を測る。古墳時代から中世期の遺物を含む。第6層は、暗灰褐

色砂礫土で層厚は約28cmである。古墳時代から中世期の遺物を含む。第7層は、赤

褐色砂礫土で層厚は約用～40cmである。古墳時代を中心とする時期の遺物が、上部

により多く認められた。第8層は、暗灰色砂錬士で層啓は20～50C用である。古墳時
一

代の遺物を含むひ第9層は黒灰色精酎二で、層厚約30÷舶cmである。この層は黒色

の粘質土の塊がブロック状に浸入するもので、曜諾した繭蟹断面の西半では灰色褐

色礫妙土が多く混じっていた。第10層は、自灰色礫砂まで、土質が観山に近くブロッ

ク状の堆槙であると思われる。これらのま層の下に観山が見られた。地山は、花繭

岩質の礫砂まで、西から東に緩やかに領斜している。

このように、撹乱土坑の埠土である第4層とプロッタ状の堆横である第10層を除

くと渕姦地の基本土暦は＄層により形成されていることが曜認できた。＠これらのう

ち、第2屑は、耕作土淫「ド層であること、かたく締まっていること、第3層以下に

は少なからず意物が含まれていたが本土層にはそれが全く認められなかったことか

ら、この層は婆地層であると考えられる。また、遺物包含層は第3屑から第8層ま

で、第4屑を除いて、5層を砿認した。以ト、遺物包含層は上から包含層l～Vと

称する。

一一一　4・



l　耕作圭

2　明舞鶴色礫妙lつ解地層）

3　時灰色紙質土（包食感日

4　暗褐色礫妙f二

う　疇反射色縮賞十（悠合暦日）

6　暗涙魁色妙線i二（包合磨け1）

7　赤褐色砂礫圭（包合層Ⅳ）

8　鴫灰色砂礫圭（包含癖V）

9．髭灰色精察十

10　自灰色線妙1二

図3　上層断面図

5
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②　虚構

第3居上面で、南北方向に平行に走る索掘り帝4条を検出した。西端のものは、

多くは調査区外に出るため、東側の落ち肩のみが検出された。また調査区の東端の

ものは一一部撹乱をうけていた。薄の幅は0．4－1mで、深さ15～20cmを測る。溝問

の距離は概ね2．3mで等間隔である。

清の壌土は、総てかたく締まった第2層であった。第2眉は、前節で述べたよう

に整地居と考えられる。このことから、この清の機能は、整地と同時に放棄され、

上層の水田面が形成されたものと考えられる。また、東端で、平面で最大5．5m、深

さ約25用の撹乱土坑を検出したが、大部分は調査区外にあると思われ、その性格を

明らかにすることはできない。ただ、整地の直前まで素掘り清が存続していたこと

を考えあわせると、この土坑が、整地時より大きく時間差を隔てた以前から存在し

ていたとは考え薄い。また土坑の埋土は、色網で第2層が明黄褐色であったのに対

して、暗褐色であったが、土質はいずれも砂礫土であった。これらのことから、こ

の土坑は、第2居の整地時に形成されたものと考・えられよう。

さて、索掘り溝の成立年代であるが、埋土から遺物が出土しなかったために、決

定は困難である。しかし、これらの遺構は、第3居、つまり包含層Iを掘り込んで

造られている。包含層Iの出土遺物については次節で述べるが、新しいものでは近

世の土器を含んでいる。よって、これらの遺構の年代は近世以降ということができ

るだろう。

一一6

図4‾　遺構平面図



③　出土造物

遺物は、いずれも包含居出土のもので遺構に伴うものは無かった。出土嶺は、コ

ンテナに3箱程あったが、多くは細片となっており、図化し得たものは48個体であ

る。

包含層Iでは特に細片化が著しく、図化できたのは4個体のみであった。1は、

中世の羽釜である。3・4は、須恵器喪の破片である。外面は平行タタキが施され、

内面は同心円文の上から粗いヨコナデ珂鰹が加えられている。これらは、古墳時代

の遺物である。包含層Ⅲにははかに近世の遺物も混入していた。

包含眉目Iも古墳時代から中世の遺物が認められる。9～11は、須恵器喪の休部で

ある。外面に平行タタキを施し、内面に同心円文が残る。．11は内面にヨコナデを加

えており、9は外面にカキ目調整を、10は外面にヨコナデを加えた後にカキ目調整

を施すものである。概ね古墳時代後期におさまるものであると考えられる。5は、

いわゆる「て」字状口縁を呈する土師器小皿である。このような形態の小皿ははか

に包含層Ⅲの12－14がある011世紀後半から12世紀前妻頃のものであろう。年は土

師器小皿である。7は青檻椀である。蕎麦の傷みが激しいが、達弁文を浅く描き、

施柚している。8は、瓦暮播鉢である。口径・器高など復元できないが、底部は平

底で、内外面ナデ調整を行い、内面は単位10本以上の捕目を放射状に施す。15世紀

代のものと考えられる。
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包含層捷出土過勤も年代に蛎がある。

18◎潮ま、円筒墟輸片である。ま畠は、外面にわずかにヨコハケの痕跡が遼存し、

内面に拒助圧痕が残る。タガ側面が剥射しており、正確なタガ扇面が知れないか、

誹れ丸みを帯びた台形を呈守るものと思われろし　タガはヨコナデで仕上げている。、

用は、外感ヨコパケ、内面ナナメ方向のパケで調整している。タガ側感は、上片の

突出を健渕するヨコナデのために、中央部が窪んでいるが、稜は丸みを晋び、タガ
‖つ

全体の突出度はあまり高くない。これらの特徴からいずれも川西編韓第相対に庸当

するものと考えられる。

28～3日ま、須恵器擾片である。いずれも外面は平行タタキを施し、内面には同心

円文が見られる。この上から、外面にヨコナデ謝辞をするもの（21022）23c240

25。26027030）、カキ廿瑠樺をするもの（2002き巨29031）があり、鞠狛こスリ

ケシ、半スリケシ渕磐を施すもの（22◎25◎38）がある。

用は須恵器杯で高台が付。　世紀前半代のものである。沼は瓦器観である。再

外面に密にヘラミガキを施しており、瓦器椀のなかでも古い繚栂を呈している。

包含層Ⅳ以下の遺物は、時期が限定されており、古墳時代に限られてくる。

32033は誠忠器杯、3仕自二的器杯、35036は妃恵器藍体聯片である。32は、たち
（2）

あがりが内債化して壌小化の傾向を示す段階のもので、TK43型式に相当するもの

である。また、土師器や、誠意器でも擾などは、時期の特定は困難であるが、36は、

内面の同心円文の後、十寧なスリケシ調革を加えろものである。これは5世紀代の

特徴であるといえよう。

包含憲Vの出土遺物は、日謡のそれに比して、総体に破片が大きい。

37～3904射よ碩虚器杯蕊で、405机は杯身である。370用は、‖紐端部や、天井

部とLl鹿部の境界の特徴から、TKlO型式と見なしうるものである。また、銅は、

天井部のみが逼存していたものであるが、内面に同心円文が残り、Mlつ5ないし′首、

KjO型式に比定できる。39は、仕組端部か丸く、天井部と日紐部の境界は浅い明敏

か残る。’rK絹型式のうちでも古い要素を残すものと考えられる。航。机は、たち

あがりの形態からTKm型式に比定できる。また42は高林脚部で、MTつ5型式の特

徴を認められよう。絹は最悪器毎頸壷、45～銅は禎恵器窺、48は上恥器杯である。

これらの器橙は時期の特定は響しいが、絹は、内面の同心円文の上から丁寧なスリ

ケン調整を施している。）また、椚は、塩の頭部と考えられ、櫛描き感状文を施すも

のである。このような調整◎文様から、㈹e絹が上記した杯身の蓋の時期より古い

ものであるといえよう。

以上のように、包含恕‖　oll。li！では、古墳時代から申0近世の上器が混在して

おり、かっ、土器も器義が摩威しており細片化していた。このことは、過勤が繚高

の高い西方から流れ込んできたことを示すものであろう。腑一方、包含層Ⅳ。V出土

ー10－



避物の時期は、はば古墳時代に限られている。特に包含腰V出土の土器は、破片が

比頭的大きく、5世紀後虫とも思われるものを食むが、′rK用穐式朗を前後する時

期のものの比率が轟くなっている。これは、土器自体が太きくは移動していないこ

とを示すのであり、測角地近辺に古墳時代故知の遺櫓が存在することを示唆するも

のであろう。

4　　まとめ

今回の調査で、濾横としては、東凝り潜4条を検出した。このような寮凝り潜は

耕作に関係する遺構として、これらの溝から、滞形成期の条里地割の復元や、ある
（3う

いはその初濠を究明する手懸かりになるものと考えられている。検出した遼蟻は、

はば南北方向に振られていた。その形成時期は、包含屑i上血で検出したことから

近世以降であると考えられた。この清が耕作に閥休するとすれば、溝の方向が旺畔

の方向を反映している可能性が高く、調査地周辺のこの時期の条里地割を考える参

考資料となるものであろう。

遺物は、すべて包含層から出土したものである。上層の遺物は、古墳時代から申

近世のものが混在していたが、破片数は中世のものの比率が高かった。また特筆す

べきこととして、包含層Ⅲの遺物中に埴輪片が含まれていた。これらの遺物はいず

れもU　リングをうけていたことから、調査地西方の葛城山よりに中世期の遺跡及

び古墳が存在することを示唆するものである。また、包含層Vの遺物は概ねTKlO

型式期に限定されており、破片も比較的大きかった。このことから、近辺に6世紀

中ごろの遺構が存在すると推定できたのである。

今回の調査は、本追跡で最初のものであった。これまで本道跡は遺物散布地とし
J

て認識されていたものであるが、遺構面及び包含層の存在を確認できた意義は大き

く、今後の調姦e研究に一一資料を提供したといえるであろう。

註i　川西宏幸「円筒埴輸総論」（『考古学雑誌』第銅巻第2号、1978年）

2　田辺昭三「陶邑古窯址群　日（『平安学園研究論集　第用号、ユ966年）、以下須思慕の型式

分穀については同蜜による。

3　今尾文昭「『中世』寮怒り小帝についての一解釈」（F昏陵』第47号、ユ981年）

中井一夫「いわゆる中世寮凝滞について」（『禽陵J第招号、1981年）

八尾博之い抽世廉腕り小帝についてJ（「矢部遺跡j F奈良県史跡名勝天然記念物渕査報誓．眉

第49冊、1986年）

‖



遼物観察薮

量嶋書号 ・口頭郎

船　　 上
・外面

善　　 後 形態と淘鰹　 ・休部 焼　 成 色璃・内面
出土土層 ・底郎 ・断面

皇 0　．一・・・・一・・・・－・．l・l・l・l・－・・・．・・・．・・・・・・．・・一一・・一一・．・・・・・．・・・一一・． 直往0．5日以下の石英・ 良け ・凍黄褐色
土締審　羽釜 ・外面　 ヨコナデ 雲母を多豊に含む。 ・淡貴栂色
包含層 l 内面　 ヨコナデ

●　・．．tl．t．・．・・・．・・・．－．・・・・．・．・．・・・．・．・．・．・・．・・・一・・一・・一・

・淡灰色

2 ●　－ 叔挫0．5■■以下の長石を 良好 ・赤灰色
須憲革　不明 ・外面　 平行タタキ 若干含む。 ・赤灰色

包含膚 l 内面　 ヨコナデ

●　　－ ・

・赤紫色

3

須恵蕃　貴
●　・．・．・．・．・．・．・．・・．－．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・． 血挫0．5日以下の長石を 良け ・轟音灰色
・外面　 平行タタキ 若干含む。 ・淡青灰色

包含層 I 内面　 同心円文後ココナデ．P rスリケシ）

●　．－ ・

・淡青灰色

4

凍上音 義
●　　－ 曲技1日以下の石英を ややあまい・淡青灰色

・外面　 平行タタキ 含む。血桂0．5…以下の ・淡褐色
包含膚 l 内面　 同心円文後ヨコナデ

●　・tFFqttP．．▼．・．．‘・．・．・．・．・．・．・．’一．・．．

1鯵

長石を含むn ・淡褐色

5

土師喜　小皿

復元口径10．6C■。口織部＝－て」字状を皇す。直往0．5日以下の雲母を 良好 ・暗褐色
・外面　 ヨコナデ かなり含む。 ・暗栂色

包含循Ⅲ 内面　 ヨコナデ

・外面　 指頑による押圧
内面　 ヨコナデ

●　　－

・赤褐色

6

土師喜　小皿

包含鳥∬

復元口径10．6c■。口織部は上外方にのぴ、 直径0．5日以下の長石を 良好 ・暗褐色

編節は丸い。

・外面　 ヨコナデ
内面　 ヨコナデ

・外面　 ヨコナデ
内面　 ヨコナデ

●　　－

わ　P 、に　 、　　 ′　の ●一ヽ　　　　　　〇　　　　　　　　●
＝以下の雲母を含む。

・疇褐色

冒．

く前、磋∴儀一・yh

∴轟く会はわず＿かに外方に張り∴短も．。 直径鶴麺 以下の虜石を
・料

・線灰色

●、－ － わずか一に翁〃む。 。一線灰色

墾 攣 率 ∵ ∴？．，「外面′題弁東後施療∴

’肉．画　 一肇′ぬl

・・外面∴高台底面および底部底面に地軸
内面　 麓軸

Y∴為
一、一dl　＿　＿
q　－　1叫l°

。由灰色′′

8

互層「鱒鉢

内面に単位10本（4 本／c■）の拇描き播日をI直径0こ5鵬以下の長石↓I 良好

▼

・鼓鼻I朱色

亀す．

●　　－

・外面　 へラケズリ後ナデ
内面　 ヨコナデ後線描き播目

●　　－

石英・雲母を含む。 ・漉鼻灰色

包含後町 ・白灰色

9

須恵睾　嚢
●　・・．・・・．・・．・・・・・・・・－ ・・・・．・・・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．－ 政経0．5日以下の雲母を 良好 ・淡青灰色

・外面　 平行タタキ後カキ目 かなり含む。政径0．5日 ・自灰色

包含車Ⅲ 内面　 同心円文

●　・．・・・・・・・・・・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．－

以下の長石をわずかに含

む。

・淡青灰色

皇の　 i
●　－ ・・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．・．・．・．・．・ 直接0．5日以下の長石を 良好 ・淡青灰色



遭触 番号 ・H 顆 郎

胎　　 i二 焼　 成

・外面

古　　 鞭 形態 と叫♯　 ・休 部 色調 ・内戚

出土 上原 ・底 部 ・断 面

斉憲 富　 貴 ・外面　 平行 タタキ後 ヨ コナ デ （半ス リケ ン） 食む。 ・痩キ 灰色

包含 格 u その後 カキ 目を 施す

内面　 同心円文

●　　　－

・淡 白灰 色

日
額患 古　 豪

●　　－

・外面　 平行 タタキ

直往0．5日以 F の 長石を

含む。

良好 ・轟 宵朱色

・轟音兼 色
包 含鳥 8 内面　 同心円 文後 ヨコナデ

●　　－

・赤朱 色

旦2 復 元‖径 9．4ct。 口繚 郎 「て 」字状 を 呈す。 血 桂 2 ●■以 下の 石英 ・長 良 好 ・赤袖色

土師菖　 小 皿 ・外面　 ヨコ・ナデ 右を 含む。 直往 1 ■■以 下 ・赤 組色

包 含腰 田． 内面　 ヨコナデ

・外面　 ヨコナデ
内面　 ヨコナデ

●

の雲母 を かな り含む。 ・赤褐色

皇3 復 元 口径10．6c■。 口織 部 「て 」字状 を里 す。 直径0．5…以 下の雲 母を 良好 ・暗褐 色

土師菖　 小 皿 ・外 面　 ヨ コナデ かな り含 む。 直径0．5▲● ・淡柏色

包含層 Ⅲ 内 面　 ヨコナデ 以 下の長 石を わずか に ・淡褐 色

・外 面　 ヨコナデ

内面　 ヨコナデ

e

含む。

草4 復元 口径 12 rlc■。 ロ織 部 「て 」字 状を 呈す。 直径 0．5■■以 下の 長石 ・ 良好 ・淡黄褐 色

土師苫　 小皿 ・外 面　 ヨコナデ 雲母を か な り含む 。 ・淡黄褐 色

包含眉 皿 内 面　 ヨコナ デ

・外 面　 ヨ コナ デ
内 面　 ヨ コナデ

●　　－ ．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・・．
dr

・淡 灰褐 色

且5 復元 口径 日．4c■。 口織端 部を わず かに外反 直 径0．5■■以 下の長石 ・ 良好 ・赤褐色

土師 碁　 杯 させて、 丸 くお さめ る。 雲 母をか な り含 む。 ・赤褐 色

包含層 Ⅲ ・外面　 ヨコナデ

内面　 ヨコナデ

。外面　 梅 頑に よ－・る押圧
内 面　 ヨ コナ デ

●　　－・l　l　l　－．・・・－ ・

・淡赤褐 色

‖5 復元 日、儀 15。のc亀。 口敏 郎は土 塊 方 にの ぴも…く．－ 薗歯 の，玩碗以下の 長石 ん。・－ 良 好

′　‾う

．yじコ

・青灰色

須磨瀾「杯 身 堵 蹄は丸 い。 高台 はあノま′り高 くな く、わ ずか 雲 母を わず かに含 む。 ・青灰色

包き 鱒載 に率を 柱∴車、ん 桜．弟 ノ・一御．臆郵 ま水 平面牽 嘩す。

・外面　 ヨコナデ
内面 ・ヨコナデ

・外 面　 ヨコナデ
内 面　 ヨコナデ

●　　－ ．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．。．．

・赤紫色

I

皇7 口繊 節 は上外方 にの ぴ、端部 は丸 く内傾 し 血径 0．5日以 下 の長石 ・ 良 好 ・暗灰 色

瓦層「胸 て段を成 す。 雲 母をわ ずかに 含む。 ・淡 青灰色

包含 車 m ・外面　 ヨ コ方向 のへ ラ ミガ キを密 に施 す。

内面　 ヨ コ方向 のへ ラ ミガ キを密 に施 す。

・外面　 ヨコ方向 のへ ラ ミガ キを密 に施 す。
内面　 ヨコ方向 のへ ラ ミガキ を密 に施 す。

●　　－

・自灰 色

18 タガ は、断 面が丸 みを帯 び た台形を 皇 し、 血桂 1 ■■以 下の 石英を 多 良 好 ・暗赤 褐色
円 筒埴輪

包 含層 Ⅲ

突出度 はやや低 い。

●

鰻に含 む。 血掻 0．5日以

下の宰 母を かな り含む。

・暗褐 色

・暗 赤柏色

－13一一



遭 餉 番 号 ・目 頭 邸 ・外 面

魯　　 糧 彩 胞 と 磯 啓　 。体 郵　　　　　　　　　　　　　 船　　 i二 鍵　 成 色 叫 ・内 面

出 土 土 層 ・底 部 ・断 面

・外 癒　 ヨ コ ハ ケ

i

！

i
i

内 癒　 す ヂ

e　　　’．’．‘‾‾．．‘‾－ ．－

29 タ ガ は 、 例 血 が 内 湾 して い る が 、 綾 は 丸 み　 敵 桂 2 醐 以 トの 右 奥 を わ 良 好 ・赤 軸 色

円 騎 叫 輪 を 帯 び 、 突 出 度 は や や 低 い 。　　　　　　　　　 軒か に 食 む 。 血 姥 0 ．5豹翁 ・赤 袖 色

包 含 裾 皿 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以 ‾トの 石 英 。長 石 。富 母 ・赤 袖 色

i

・外 面　 ヨ コ パ ケ 食 む 。

内 面　 ナ ナ メ 方向 の パ ケ お よ び拇 鰯 に よ る

押 圧

°

・－　　　　　　　　　　　　　　　　　　 直 洋 0 ．5… 以 トの 長 石 を

。外 癒　 単行 タ タ キ 後 カ キ 目測 鍵　　　　　　　 わ ず か に 食 む ゎ

良 好 ・育 灰 色

・轟 音 灰 色

20

須 腰 甚 1蛭

も し くは ・壷 内 面　 ナ デ ・赤 紫 色

包含鰭m ●　　　－ i2 2

須恵 甚　 聾

包含 層 Ⅲ

i 直射 ，5肌 以 下の長石 を
：蒜 平行 タタ榔 コナデ （ス リケ 膏 蒜

ム内面　 同心 円文後 ヨコナデ （ス リケ シ）

●　　　－

I 山 好

i

i

！・痍 再灰色

・青灰色

・暗 青家 色

22 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 直 接 l 醐以 上の 長石を 良好 ・暗 青灰色

須恵器　 量 。鈍感　 平行 タ タキ 後 ヨコナ デ （ス リケ シ） 「わずかに舎寸言 ・暗 青灰色

包含層 Ⅲ 内 面　 同心 円文後 ヨ コナデ （半 ス リケ ン ー： ・赤紫 色

i●　　　－｝ ｝｛

23 ・－ ・　　　　　　　　　　　　　　　　　 直径0．5醐以 トの長石 を 良好 ・自灰 色

頚恵 巻　 嚢 。外面　 単行 タタキ後 ヨ コナデ （ス リケ シ）　 含む。 ・轟音灰 色

包含 層 Ⅲ 内面　 同心 円文

●

・暗青灰 色

如 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 直後 0．5的以 トの 長石を 良好 ・青灰色

頚．度器∵脛 ・外 面　 平行 タ タキ 後 ヨコナデ　　　　　　　 含む。 ・暗灰 色

包含層 皿 ー内 面 I 同心 円文

●…　　　　　　　 i

・暗灰 色

2 5 。－　　　　　　　　　　　　　　　　 直径0，5料飽損 F の雲母 を 良 好 ・淡青 灰色

須意 思　 餐 ノ こ外面　 単行 夕．タキ後 やや粗 い タタキを 施 し、 かな り含 む。 直径0．5胞顔 ・青灰 色

包含 層 Ⅲ その後 ヨ コナ デ （ス リケ シ）を施 す。以 トの長 石を わずか に ・自灰 色

内面　 同 心 円文儀 ヨうナデ∴「辛 スYリケ ン「

●　　・一一一一一一一一一一一一・・・・・一・・・・・・・・・・・・・・一．‘‘．．‾．‘‘‘‘‘‘・－ ’

含 む二∵

26
須恵 古　 妻

●　　　－

・外 面　 平行 タタキ後 ヨコナデ

政経 0．5醐以 下の雲 母 i

長石 をわず かに含 む。

良好 ・淡 青灰 色

・青 灰色
包 含層 皿 内面　 同 心周 文．後．ヨ フナデ

■

・青灰 色

27

須憲古　 壷
●

・外面　 平行 タタキを格 子状 に薗ね た後 、ヨコ

南洋0．5陶露以 トの長右 を

かな り食む。

良 好 ・疲 青灰色

・淡 青灰色
包含臓 皿 ナ デ （ス リケ ン）を 施す。

内血　 同心 円 文

°　　　　－

・淡 肯灰色

28 °　　　－ 直往 0．5…以 下の長石 ・ 良 好 ・青旋 色

須恵 古　 畳 ・外 面　 平行 タ タキ後 ヨコナ デ （ス リケ シ ） 窓 母をわ ずかに 含む。 ・痩 青灰 色

包含 層 皿 を 施 し、 その 後 カキ 目を 施 す。

内面　 同 心 円文後 ヨ コナデ

・族 青灰 色

14



盛観 慶 喜ま 。‖憎針郎

鮮；　　 L 焼　 成
・外面

古　　 樽 貴子態 と刺静　 ・休部 色 叫 ・内心
出土 土磯 ・底 部 ・断 面

●　．－ ＿．一＿＿－

29

須恵基　 聾
e

・外血　 平行 タタキ後 カキ 目刺飴

直往 0．5日以 トの長 石 ・

石 英を わ ずかに食む。
良 好 ・痍白灰 色

・放線灰 色

・轟 希灰 色
包缶層 皿 内面　 同心 円文

t　　　．・・．・・・・・一・一－

38 ●　　－ 直 後0．5… 以 上の長石を 良If ・轟 宙灰 色
須恵器　 聾 ・外 血　 平行 タタキ後 ヨコナデ （ス リケ ン） わ ずか に食む。 ・凍宵灰 色
包含層 皿 内 面　 同心 円文 後 ヨ コナ デ （ス リケ シ）

●　　．．‘‘．．・．・．‘．．‘－

・痩 青灰 色

3 i

葡岩 器　 聾
●

・外 面　 平行 タタキ後 カ キ臼珊修

南 洋0．5桐以 トの長石 を

わ ずか に含む。

良好 ・轟 肯灰色

。液 脅威 包
包含 鰭 皿 内 痴　 同心 円文

°

・痩 肯尿色

3 2 復元日 経 は膏掴。 た ちあが りは内鰭 して の 直注0．5用招以 トの石 英 。 良け

e

・虚 醇敗 色
須患 古　 林 身 ぴ、 機密 は丸 い。 受 け 郡はや や 上外方 にの ぴ 長石 ・窓栂 を食む，、 。放 線妖色
包含層 Ⅳ 端 部はや や鈍 い。

・外 面　 ヨ コナ デ
内面　 ヨ コナ デ

：＝ ＝ ＝＝　　　　　 i

・淡 育尿色

l＿

33 復 元受 け邸後 日 ．2C飽。 受 け 邸は 上外方 にの 直 後0膏閥以 ‾　の長 石 。 良 好 ・療 育妖 色
須烹苫「杯身 ぴ、堵 紺 は丸 い。 雲 母を かな り合む。 ・醇灰 色
包含層 Ⅳ ・外面　 ヨ コナ ナ

内面　 ヨコナ デ

●　　　－

°　　　▼lllllllll▼1111．．．．－ ．

・肯扶 色

34 復元 日経 14C歯。 目線 都は 上外方 にの ぴ、端 直 径0．5柑悶以 トの長 石 。 良好

ト・

・赤 褐色
土 師．題 杯 郎はや や外反 し丸 い。 雲 母を 食む。 ・赤鵜色
包含 層 Ⅳ ・外面　 ヨコナデ

内面　 ヨコナデ

。外 面　 指盛 によ る押圧 の後、 不定 方向の ナ
デを施 す。

内 面　 ′パケ （川本／ C飼）調 整後 、 ヨ コナデ

●　　－

・．疎 赤儀 色

35

須 玉古　 豪
●

・外 面　 平行 タ タキ 後、粗 い ヨ コナデ

l山 江0．5日以 トの雲 母 ・

長石 を含 む。迫 径 1 日

良好 i

l

。＿義 歯灰色

。線 画灰色
包 含烏 Ⅳ

内 面　 同心 円文

●

以 下の石 英をわ ずか に

含む。
e 痩 脅灰色

3 6 ●　　　－ ． 虚 様0．5掴以 下の 長石 を 良好 ・淡★灰 色
賛去 古　 貴 ・外 面　 平行 タタキ後 ヨ コナ デ （ス リケ シ） か な り含む。 庭抜 皇錮 ・痩青灰 色
包 含層 Ⅳ 内 面　 同心 円文後 ヨコナデ （ス リケ ン）

●　　・・・・・・一一・・一一－ ・

以 下の 石 英をか な り含 む。 ・轟青灰 色

37 復 元 日経 甘 4C胞。 ［］嫁 邸は わずか に 下外方 直往 0．5… 以 上の 石英 ・ 良好 ・痍醇奴 色
須慮 器　 体 蓋 にの ぴ、鵡 郡 は丸みを帯 びて内 鱒 した後、 不 長 石 ・雲 母を 食む。 ・虔 宵尿 色
包含層 V 明 瞭 な段を成 す。 天井 部 と口織 部の境 界 は浅

い凹線 とな 一）て い る。

。外 面　 ヨ コナデ
内 面　 ヨコナデ

・凍 裔扶色

つ惰



遭 鋤書 号 ・U 頚 部

胎　　　 L 焼　 成

・外 面
古　　 棲 形態 と叫鰹　 ・休部 色蜘 ・内 面

出 土上層 ・底 部 ・断面

○　　－ ・・・一・・・・・・一

●
／／／）計

38
ナ　　「W

復元 口径脚 c■。 口織 部は わずか に下外力 血 桂 0．5日以 下の 右 奥 ・ 良好 ・青灰 色

須恵 甚　 休 養 にのぴ、端 部 は丸み を帯 びて内 傾 した後、 ネ 鏡 石を わ ずかに含む。 ・青灰 色

包含摩 V 明瞭 な段を 為 す。 天井 部 と日韓 郎の境 界は 突

出度 の低 い稜線 と なって いる。

・外面　 ヨ コナ デ
内 面　 ヨ コナ デ

●　　一一．・・．・．・．・．・・．・・・・・・・・－ ‘．．

●　　－
十　ヽ

・淡赤朱 色

39
復元 日経 品 。釣。 口練 郎は はば 痘痕に 下方

政経 0．5柵■以 下の 長石を 良 好 ・轟青 灰色

須去 菖　 杯 蓋 にのぴ、 端部 は丸 い。 天 井部 と目線 部の境 界 わず かに 含む。 ・青灰 色

包含 虐 V は浅 い凹線 とな って い る。

・外面　 ヨ コナデ
内 面　 ヨ コナデ

●　　－

●　　－

・青灰 色

㈹ 復元 口径 iれ 2C飼。 た ちあが りは やや内鰭 し 直接 0．5約以 下の 長石を 良 好 ・肯灰 色

須書 芸 ・杯身 て 上方に のぴ、 端部 は丸 い。受 け部 は上外 方 か なり含む。 ・宵灰 色

包含 虐 V に のぴ、端 部 は丸 い。

・外 面　 ヨ コナデ
内 面　 ヨ コナ デ

●　　－

●　　－ ．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．

・青灰 色

射 復 元 口径 H c●。 たち あが りは内傾 しての び 血径0．5…以 下の長石 ・ 良 好 ・義青灰 色
須恵毒　 杯身 る。受 け 部は、 上外方 に のぴ、 端部 は丸 い。 石英 。雲母 をか なり含 ・淡青灰 色

包含眉 V ・外面　 ヨ コナ デ

内面　 ヨ コナ デ

・外面　 へ ラゲ ズ リ （p クロ回転 方向　 右射
り）

内面　 ヨコナ デ

●　　l・．・．・．・．・．・．・・．・．・．・・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・・．・．・．・．・．・．・．・・．

む。

4
、藩

・淡青灰 色

舶

頚 東署　 鳥杯

財 部は外 反 して下 Iり、 端部 近 くで 下方 に屈 こ直径 OJ ■■以 下の 長石 ・ 良好 ・青灰 色

曲す る。 三 方向に 最。方 影 ス、．カhシを有ノ木石．u j 石 英を か、な凋 含むハ

1　金　一′．

d

。・脅灰 色
包含層 V

●　　l・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．

・外面　 カキ 目調 整
内面　 ヨコナデ

・赤朱 色

43

須貴 書

復 元 口径 9．8C●。 復元 休館最 大径 12．5c■。 直径 0．5…以 下の 石英を 良好 ・畦 ★灰 色
口頭 椒 まわ ず かに内 湾 しなか ら上方 にの ぴ る。 わ ずかに含 む。

l
・疇 青灰色

．短頭 意 口線輪 節は 丸 い。 休 部 は頚 部 との境 界か ら下 ・青灰色
包含車 V 外方 にのぴ た後、 下 方に屈 曲 する。

・外面　 カ キ 目綱 整
内面　 ヨ コナ デ

・外面　 カキ 目頭 鰹
内面　 ヨコナ デ

●　　－

掴

須 恵 革　 杯 蓋
●　　－

・外 面　 へ ラケ ズ リ （ロ クロ回転方 向左 肘 り

直 径0，5肉肉以下 の石英 。

長石 。雷 母を わずか に

良好 ・肯灰 色

・青灰 色
包含層 V　　　 内 面　 同 心 円文後 弱 いナ デ

●　　－

食む。 ・青灰色

i6一



漣 幼者 や

還　　 啓

出土土顧

・口頭 邸

鰍　　 ．．せ一．

・外面
形態 と瑚 鰹　 ・休館 焼　 成 色 劇 ・内 面

・底 部 ・斬 面

約 ● 血圧 0．5…以 トの ム央 ・ 良好 e 銀 歯灰 色
磯厳選∵壁 ・外面　 平行 タ タキ 後カキ 臼叫能 庭石 をわず かに角 むむ ・銀 歯災 色
包含層 V 内面　 同心 円文

t

・凍 宵灰 色

嫡

須麿苫　 奮
●

・外 血　 平行 タタキ後 ヨコナ デ （ス リケ シ）

血 桂0．5…以 トの 良心を

か な り含 む。 血桂 1 柚

や やあ まい ・自灰 色

・族褐 色
包含層 V 内 面　 同心 円文後 ヨコナデ （ス リケ シ）

○　’・－・．・．－ ・一・・・・・・・一・・・－・

以 下の石 英を含む。 ・淡褐 色

椚 ・外血　 ヨコナデ後憮描 き波状 文 （単位2 0本） 血桂0．5…以 下の長石 ・ 良好 ・暗宵灰 色
頚去 古　 豪 を施 す 石英 ・雲 母を かな り含 ・肯煤色
包含層 V 内 面　 ヨ コナ デ

●　．－ ．

●　　－

む。 。醇灰色

48 復元 口径 12．4c●。 口轍郎 はわずか に外反 し 直往0．5m 以 トの長 石 ・ 良好 ・淡赤鵜 色
土師 古　 林 なが ら上方にの ぴ、端 部近 くで外方 に屈曲 す 雲母を かな り含む。 ・赤袖色
包含層 V る。 H 繚端 部 は丸い。

・外 面　 ヨ コナデ

・淡赤鳩 色

内 血　 ヨ コナデ

・外面　 ヨ コナ デ
内面　 ヨコナデ

●

17



「　j頗r▼▼んノ

遺構検出状況（調査区西端、南から）

∴∴’華響　▼軽‘：

’．畢：～．軸声｝撃‥蝉’

葛l
出上遣物（包合屑1、1～4・同I上5～日

・同II上12～14）



出土遣物（包含層m）

出上遣物（包合層Ⅲ、21～3ト同lV、32～36）



出上遣物（包合層V）

42

出上遣物（包合層V）
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